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〘今月の表紙〙
輝く女性消防団
１月６日の消防出初式での女
性消防団による消防操法訓
練。男性顔負けの力強い操法
訓練披露で、観客を魅了しま
した。（５頁に関連記事掲載）



字

１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 10区 11区 12区 13区
最終
結果

最終 
順位 記録小学生

男子
青年
男子

青年
婦人

女子
フリー フリー 中高生

男子
小学生
低学年

中学生
男子 フリー 小学生

女子
中高生
女子

壮年
男子 フリー

1.3㎞ 3.8㎞ 0.9㎞ 1.0㎞ 3.1㎞ 4.1㎞ 0.5㎞ 3.5㎞ 3.3㎞ 1.2㎞ 1.7㎞ 2.7㎞ 1.2㎞

正　名 西　目 1 1:44′57″

知　名 小米 A 2 1:48′47″

瀬利覚 正　名 3 1:51′06″

田　皆 知　名 4 1:55′49″

住　吉 瀬利覚 5 1:57′12″

西　目 田　皆 6 1:58′45″

小米 A 上平川 7 1:59′41″

上平川 下・屋 8 2:02′41″

余　多 芦清良 9 2:02′45″

ＡＧＳ 住　吉 10 2:03′45″

下・屋 ＡＧＳ 11 2:06′04″

小米B 小米B 12 2:06′06″

芦清良 余　多 13 2:11′11″

黒　貫 黒　貫 14 2:12′30″

　

新
年
恒
例
の
町
内
一
周
駅

伝
競
走
大
会
が
、
１
月
２
日

に
あ
し
び
の
郷
・
ち
な
を
発

着
点
と
し
、
今
大
会
か
ら
７

区
に
小
学
校
低
学
年
区
間

（
0.5
㎞
）
が
新
た
に
加
わ
り
、

全
長
28
・
３
㎞
、
13
区
間
の

コ
ー
ス
で
、
14
チ
ー
ム
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
少
し
肌
寒
く
は

あ
っ
た
も
の
の
選
手
に
は
絶

好
の
天
候
の
も
と
、
昨
年
度

優
勝
の
小
米
チ
ー
ム
西
姉
弟

に
よ
る
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
、

午
前
９
時
30
分
に
町
長
に
よ

る
ス
タ
ー
ト
合
図
の
も
と
、

小
学
男
子
が
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

前
回
、
優
勝
を
逃
し
た
西

目
チ
ー
ム
が
２
区
か
ら
ト
ッ

プ
に
立
つ
と
、
そ
の
後
は
他

の
チ
ー
ム
に
ト
ッ
プ
を
一
度

も
譲
る
こ
と
な
く
ゴ
ー
ル

テ
ー
プ
を
切
り
、
２
年
ぶ
り

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
西
目
チ
ー
ム
は
、

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
す
た
め

に
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
練
習
を
重
ね
た
そ

う
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
十
数
年
ぶ

り
に
出
場
の
黒
貫
チ
ー
ム
の

激
走
や
、
新
記
録
が
４
つ
誕

生
す
る
な
ど
、
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

た
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

知
名
町
内
一
周

駅
伝
競
走
大
会

知
名
町
内
一
周

駅
伝
競
走
大
会

西
目
西
目

優
勝
旗

優
勝
旗

優
勝
旗
奪
還
奪
還
奪
還
奪
還
!!!!!!

第44回

▷ガッツポーズで中継所
に入る上村（広）選手

▽選手宣誓を仲良く行う昨年
度優勝の小米チーム西姉弟

△５区へタスキ を つ
なぐ上平川チーム宮里

（玲）、宮里（遥）選手

◁５区の上り坂
を力走する上村

（大）選手

△トップを守りタスキをつ
なぐ増原、前（あ）選手

△２区でトップに
立ちタスキをつな
ぐ上村（天）、神崎

（美）選手

△各区間賞に輝いた選手たち

◁優勝に返り咲く
テープを切った西
目チーム児玉選手

△一斉にスタートする小学生男子

【総合成績】（敬称略）

西目　　１時間44分57秒
（神崎太郎・上村天将・神崎美樹・神崎桃花・上村大河・前紫葉・石上梨々乃・
山下志恩・森海人・増原泉・前あやめ・上村広輝・児玉泰斗）

　　　　  小米 A	 １時間48分47秒
　　　　  正名	 １時間51分06秒
４位 知名	 １時間55分49秒
５位 瀬利覚	 １時間57分12秒
６位 田皆	 １時間58分45秒
７位 上平川	 １時間59分41秒
８位 下・屋	 ２時間02分41秒

９位　芦清良	 ２時間02分45秒
10位　住吉	 ２時間03分45秒
11位　ＡＧＳ	 ２時間06分04秒
12位　小米Ｂ	 ２時間06分06秒
13位　余多	 ２時間11分11秒
14位　黒貫	 ２時間12分30秒

※躍進賞：昨年よりタイムを一番縮めたチーム（入賞以外）　3分25秒

 １区  小学生男子� （1.3㎞）
吉井　蓮翔 正　名 4′44″
新山　琉空 知　名 4′56″
朝戸　洸太 瀬利覚 5′06″

 ２区  青年男子� （3.8㎞）
上村　天将 西　目 13′07″
田尻　博之 小米 A 13′54″
久保　充稔 正　名 15′05″

 ３区  青年婦人� （0.9㎞）
平山由佳理 上平川 2′51″
山下　清流 正　名 3′08″
田中奈緒子 小米 A 3′29″
森　美保乃 小米 B 3′29″

 ４区  女子フリー� （1.0㎞）
森　美花音 小米 A 3′44″
神崎　桃花 西　目 3′58″
大山　瑞生 下・屋 4′34″

 ５区  フリー� （3.1㎞）
賀来　葵伊 知　名 11′25″
朝野　秀音 小米 A 12′29″
宮里　遥斗 上平川 12′31″

 ６区  中高生男子� （4.1㎞）
菊地　大和 上平川 14′00″
有川裕之助 小米 A 14′36″
前　　紫葉 西　目 14′49″

 ７区  小学生低学年� （0.5㎞）
石上梨々乃 西　目 2′00″
田中　美遥 正　名 2′04″
樋口　快海 知　名 2′04″

 ８区  中学生男子� （3.5㎞）
山本　奏太 知　名 12′06″
山下　志恩 西　目 12′24″
赤地　光世 ＡＧＳ 13′00″

 ９区  フリー� （3.3㎞）
轟　孝之助 小米 A 11′29″
安田　　凛 上平川 11′36″
森　　海人 西　目 11′37″

 10区  小学生女子� （1.2㎞）
川畑　　桜 正　名 4′45″
北村　明音 住　吉 5′07″
増原　　泉 西　目 5′12″

 11区  中高生女子� （1.7㎞）
川畑　美咲 正　名 5′33″
前　あやめ 西　目 5′47″
村上穂乃花 芦清良 6′12″

 12区  壮年男子� （2.7㎞）
阿部大志郎 小米 A 9′28″
郷原　康樹 瀬利覚 9′36″
上村　広輝 西　目 9′55″

 13区  フリー� （1.2㎞）
榮　　大志 正　名 4′11″
児玉　泰斗 西　目 4′31″
西田　　恋 田　皆 4′32″
花輪富士翔 黒　貫 4′32″

５区
フリー

（3.1㎞）

新区間８区
中学生男子

（3.5㎞）

３区
青年婦人
（0.9㎞）

11区
中高生女子

（1.7㎞）

10区
小学生女子

（1.2㎞）

９区
フリー

（3.3㎞）

７区
小学生低学年

（0.5㎞）

６区
中高生男子

（4.1㎞）

４区
女子フリー
（1.0㎞）

２区
青年男子
（3.8㎞）

13区
フリー

（1.2㎞）

START ／ GOAL
あしびの郷・ちな

1区
小学生男子（1.3㎞）

△見事優勝旗を奪還した西目チーム

△タスキを受け、前を
追いかける下・屋チー
ム窪田（佐）選手

３位

躍進賞

準優勝

B優勝

優  勝

12区
壮年男子
（2.7㎞）
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表 彰 者 一 覧（敬称略、 カッコは分団名）

●県知事勤続10年表彰�
川上 武志（芦清良）・奥山 雅貴（芦清良）・泉 正幸（屋子母）・
平 英行（上平川）・ 徳山 陽一朗（上平川）・ 林 真哉（大徳）・
上村 優介（上平川）・宗村 好信（竿津） ・久木田 鷹輝（瀬利覚）・
徳 洋生（大徳）・皆内 祐太（大徳）

●県消防協会総裁表彰�
 精績章 	平 勝彦（副団長）・英 静樹（上城）・林 伸悟（正名）・

西山 清志（上城）

●県消防協会大島支部長勤続15年表彰�
林 伸悟（正名）・先間 稲文（竿津）

●知名町長表彰�
 25年勤続章 	菊地 和寿（副団長）

 20年勤続章 	中村 達也（竿津）

 15年勤続章 	林 伸悟（正名）・田尻 博樹（知名）・ 
先間 稲文（竿津）

 10年勤続章 	今井 理（田皆）・池田 豊和（芦清良）・新村 勇人 
（知名）・ 東山 耕生（田皆）・ 豊島 滝也（住吉）・ 
大津 雄教（大徳）・伊集院 騎将（大徳）

 ５年勤続章 	石田 悟（上平川）・竹 譲治（上城）・栄 良幸（屋

子母）・ 高尾 重久（住吉）・ 森田 翔悟（正名）・
市来 真吾（田皆）・ 前利 雄治（瀬利覚）・ 山田 
兼貴（瀬利覚）・塩屋 雅志（上城）

　

新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
、

１
月
６
日
、
下
平
川
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
前
に
は
、
知
名
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
を
先
頭
に
、
消
防
団
員
、

女
性
消
防
団
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
徳
山
石
油
～
下
平
川
小

学
校
ま
で
の
道
路
沿
い
に
は
多
く

の
町
民
が
か
け
つ
け
、
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
各
中
隊
に
よ
る
分
列

行
進
、
小
中
隊
・
資
機
材
観
閲
に
続

い
て
、
認
定
こ
ど
も
園
す
ま
い
る

の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
規
律

訓
練
と
お
遊
戯
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
消
防
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
団
員
等
の
表
彰
や
来

賓
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
、
大
和
村
で
開
催

さ
れ
た
大
島
支
部
消
防
操
法
大
会

に
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
出
場
の

竿
津
分
団
と
ポ
ン
プ
車
の
部
で
出

場
の
正
名
分
団
、
女
性
消
防
団
な

ど
が
、
本
番
さ
な
が
ら
の
操
法
訓

練
を
披
露
し
た
後
、
各
中
隊
一
斉

放
水
に
よ
る
玉
落
と
し
競
争
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
活
動
は
、
出
初
式
か
ら

始
ま
り
、
日
頃
の
訓
練
や
パ
ト
ロ
ー

ル
、
年
末
年
始
の
警
戒
な
ど
、
年

間
を
と
お
し
て
地
域
の
安
全
を
守

る
た
め
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

知
名
町
消
防
出
初
式

平成31年

　成人式が、１月２日にあしびの郷・
ちなにおいて行われました。式典には、
70名が出席し、会場は、新成人同士が
久しぶりの再会に喜ぶ姿や、家族や友
人らから祝福の声をかけられている姿
が見られました。
　式典は、あでやかな振り袖や袴姿の
新成人の入場から始まり、続いて祝い
の舞『御前風』でオープニングが飾ら
れました。
　今井町長・林教育長から新成人に式

辞が贈られた後、新成人の奥間卓斗さ
ん、藤崎花南さんから新成人代表あい
さつがありました。
　このあとの、新成人による漫才や三
味線演奏などのアトラクションでは、
会場内も盛り上がりを見せ、スライド
ショーでは懐かしい写真に笑いが起き
るなど和やかなムードで式が進行され
ました。
　最後には、あしびの郷・ちなの敷地
内において記念植樹も行われました。

この素晴らしい式典を開催してくださった今井町長を
はじめ、知名町役場の皆さん、地域の方々 、何より
ここまで育ててくれた両親に感謝申し上げます。
私が二十歳になったことを一番実感したのが、お酒
を飲めるようになったことではなく、国民年金の支払
い通知でした。一人暮らしをはじめ、国民年金の通
知が届いたにも関わらず、学生免除の申請を後回し
にしていると、特別催促状が送られてきました。そ
の時はさすがに焦りましたが、同時に二十歳になったことや成人という責任
を実感することができました。
私は現在、大学で地域創造について学んでいます。過疎化が進む地域の研
究、イベントへの参加など、沖永良部だけでなく他の過疎地域の現状を知
る事もできました。高校時代、島に帰る事だけが恩返しの方法だと思ってい
た私にとって、沖洲会の集会に参加することが私の考えを大きく変えてくれま
した。今後私はどのような人生を歩むかまだ分かりませんが、島の人々 に恥
じることの無いよう頑張ります。

当たり前のような幸せも、無類の愛情を注ぎ、育て
てもらった両親や、苦楽を共にし一緒に歩んできた
友人、幼いころから見守り支えてくださった先生方や、
地域の皆さまのおかげであることに深く感謝し、心
よりお礼申し上げます。
私たちは、平成最後の新成人になります。そのこと
に誇りを持ち、大人として課せられた債務を果たし
ながら、先輩方とよりよい地域社会の創造に貢献で

きるよう、努める覚悟です。
私は高校卒業後、大学へ進学し野球を続けています。今まで以上の文武両
道が求められる中で、充実した日々 を送っています。私はいずれこの島に帰り、
微力ながら恩を返していけたらと考えてます。
この百合の花咲く沖永良部島が大好きです。知名町が大好きです。島に恩
返ししたいという気持ちは、新成人一同皆同じだと思います。この知名町で
生まれ育ったことに誇りを持ち、夢や目標に向かって希望に満ちあふれる人
生にすることをここに誓います。

平成31年

知名町成人式

新
成
人
あ
い
さ
つ

藤崎 花南
（瀬利覚）

奥間 卓斗
（住吉）
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広報ちな 2016.11｜211｜広報ちな 2016.10

名
古
屋
で
出
会
っ
た
え
ら
ぶ
の
縁
で
今
の
僕
が
い
ま
す
。 

人
生
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

│
略
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

両
親
が
40
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
で

帰
っ
て
き
て
僕
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
は
余
多
の
ク
ボ
タ
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
僕
は
も
と
も
と
体
育
の

先
生
に
な
り
た
く
て
、
免
許
も

持
っ
て
る
ん
で
す
。
で
も
、
沖
高

に
３
週
間
教
育
実
習
で
来
た
時
に
、

「
向
い
て
な
い
」
と
気
付
き
ま
し

た
け
ど
ね

（笑）
。

　

大
学
２
年
の
時
に
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

か
ら
帰
っ
て
き
た
人
と
一
緒
に
酒

飲
む
こ
と
に
な
っ
て
。
話
を
聞
い

て
た
ら
「
面
白
そ
う
や
な
」
っ
て

思
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
た

め
に
必
死
で
バ
イ
ト
し
て
、
250
万

円
く
ら
い
貯
め
ま
し
た
。

　

教
員
採
用
試
験
も
受
け
ず
、
就

職
活
動
も
せ
ず
、
卒
業
し
て
す
ぐ

の
３
月
12
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
行
き
ま
し
た

（笑）
。

　

向
こ
う
で
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
で
１
年
く
ら
い
皿
洗
い
と
ウ
ェ

イ
タ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
資
格
を
取
っ
て
働
い
て
、

結
局
足
か
け
３
年
半
く
ら
い
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

│
名
古
屋
の
旅
行
会
社
で
働
く
こ

と
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
？

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
旅
行
会
社

で
、
え
ら
ぶ
の
住
所
を
入
力
し
た

ら
、
ス
タ
ッ
フ
に
「
ウ
チ
の
社
長

も
コ
コ
の
出
身
で
す
よ
！
」
っ

て
言
わ
れ
て
。
本
当
に
偶
然
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
を
取
り
に
行
っ
た
ら
西

さ
ん
（
西
智
彦
氏
・
ジ
ェ
イ
エ
ス

テ
ィ
ー
社
長
・
和
泊
町
出
身
）
が

「
飯
食
い
に
行
こ
う
よ
」っ
て
誘
っ

て
く
れ
た
の
が
最
初
で
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
帰
っ
て

き
た
後
、
鹿
児
島
で
出
版
社
の
飛

び
込
み
営
業
の
仕
事
を
や
っ
て
た

ん
で
す

（笑）
。
お
金
は
貯
ま
っ
た

ん
だ
け
ど
心
が
痛
ん
で
き
て
て
。

ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
時
に
一
時
的
に

島
に
帰
っ
て
き
て
い
た
西
さ
ん
が
、

僕
の
実
家
を
訪
ね
て
連
絡
を
く
れ

ま
し
た
。「
今
か
ら
鹿
児
島
経
由

で
名
古
屋
に
帰
る
ん
だ
け
ど
、
ど

こ
に
い
る
の
？
」
っ
て
。
そ
の
時

ち
ょ
う
ど
営
業
で
霧
島
を
ま
わ
っ

て
て

（笑）
、
飛
行
機
の
乗
り
継
ぎ
の

合
間
に
空
港
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
で

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
「
今
の

仕
事
面
白
い
の
？
」
っ
て
聞
か
れ

ま
し
た
。
即
答
で
き
ず
に
い
る

と
「
じ
ゃ
あ
ア
ン
タ
名
古
屋
に
来

な
さ
い
よ
」
っ
て
言
わ
れ
て
「
わ

か
り
ま
し
た
行
き
ま
す
」
っ
て

（笑）
。

全
部
え
ら
ぶ
の
縁
な
ん
で
す
。

│
観
光
協
会
に
入
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
？

　

山
田
海
陸
航
空
で
物
流
全
般
に

携
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
時
に
事

務
局
長
の
募
集
を
見
ま
し
た
。
当

時
、
山
田
桂
一
郎
さ
ん
（
ス
イ
ス
で

着
地
型
観
光
を
実
践
す
る
観
光
カ

リ
ス
マ
）
の
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
記
事（https://www.yam

atogo
koro.jp/inbound_interview　

/4715/

）
を
読
ん
だ
の
が
応
募
す
る

決
定
的
な
キ
ッ
カ
ケ
で
し
た
。
今
も

こ
れ
を
追
い
か
け
て
い
る
だ
け
で
す
。

観
光
・
観
光
と
言
う
け
れ
ど
、 

僕
が
見
て
い
る
の
は
常
に
島
の
中
で
す
。

│
観
光
協
会
の
役
割
っ
て
？

　

島
に
帰
っ
て
き
て
一
発
目
に
親

父
に
「
え
ら
ぶ
で
観
光
で
は
飯
食

え
な
い
ぞ
」
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
こ
の
ま
ま
い
く
と
、
20
年
後

の
島
の
人
口
は
約
１
万
人
に
な
る
。

試
算
す
る
と
、
今
よ
り
36
億
円
も

島
で
回
る
お
金
が
減
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
税
収
も
減
る
し
、
商
店

や
飲
食
店
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。

道
路
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
人
口
が
減
っ
た
分

の
減
収
を
補
え
る
1
つ
の
ツ
ー
ル

と
し
て
観
光
を
使
い
た
い
ん
で
す
。

　

観
光
で
仕
事
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
若
い
子
た
ち
が
こ
の
分

野
で
働
い
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
見
て
い
る
の
は
常
に
島
の
中

で
す
。
新
し
い
雇
用
を
作
る
動
き

の
中
の
、
僕
は
観
光
分
野
を
担
っ

て
い
る
と
い
う
意
識
で
す
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、
安
か
ろ
う

悪
か
ろ
う
の
観
光
は
や
り
た
く
な

い
。
島
に
来
て
く
れ
る
人
を
選
ぶ

た
め
に
は
、
単
価
を
上
げ
な
い
と

い
け
な
い
し
、
単
価
を
上
げ
る
た

め
に
は
お
も
て
な
し
を
上
げ
な
い

と
い
け
な
い
。
島
の
も
の
を
使
っ

て
、
島
の
生
活
を
守
る
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
目
標
で
す
。
住
ん
で
る
人
た

ち
が
一
番
大
事
。
僕
た
ち
島
の
住

民
が
面
白
く
な
い
観
光
は
や
り
た

く
な
い
ん
で
す
。

│
屋
者
に
移
転
し
て
１
年
で
す
ね

　

ま
だ
認
知
度
は
低
い
ん
で
す
が
、

エ
ラ
ブ
コ
コ
を
「
場
」
と
し
て
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
こ

か
ら
新
し
い
出
会
い
や
仕
事
が
生

ま
れ
た
ら
い
い
な
っ
て
。
い
つ
で

も
自
由
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

│
老
後
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
？

　

マ
レ
ー
シ
ア
に
住
み
た
い
な
と

思
っ
て

（笑）
。
若
い
時
も
そ
う
だ
っ

た
け
ど
、
あ
ち
こ
ち
行
っ
て
も
結

局
こ
こ
に
戻
っ
て
く
る
か
も
で
す
。

　

実
は
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
っ
た
時
、
父
ち
ゃ
ん
の

島
に
住
み
た
い
、
父
ち
ゃ
ん
の
と

こ
で
働
き
た
い
っ
て
言
わ
せ
た

ろ
っ
て
い
う
の
が
、
個
人
的
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
し
ま
す

（笑）
。

［古村英次郎さん］昭和52年生。本部病院産まれ・和泊町古里出身。祖父は
下平川小学校の教員を務めた古村安

やすぐま

熊氏。沖永良部高校卒業後、中京大
学（名古屋）入学。卒業後、オーストラリアに３年間滞在。現地でダイビング・
インストラクターを務める。その後名古屋の旅行会社・㈱ジェイエスティ（和
泊町出身の西智彦氏が社長）で３年間働いたのち29歳で帰郷。山田海陸
航空㈱に在籍後、平成25年に沖永良部島観光連盟（当時）事務局長に就任。
以降、現・一般社団法人おきのえらぶ島観光協会事務局長として奔走中。

一般社団法人おきのえらぶ島観光協会
平成23年に知名・和泊両町の観光協会を統合して設立。平成30年に「エラ
ブココ」（旧下平川保育所跡地・屋者）に移転。充実したお土産販売コーナー
とWi-Fi が利用できるコワーキングスペースを備え、利用者が急増中。

このコーナーでは取り上げて欲しい「輝く知名人」を募集しています。自薦他薦は問いません。問企画振興課☎84-3162

自
分
の
子
ど
も
た
ち
が

「
働
き
た
い
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

観
光
協
会
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
る
ん
で
す
。

談
話
／
中
村
理
恵

連
載 

輝
く

知ち

な

ん

ち

ゅ

名
人Intervie

w

第
２
回

古
村
英
次
郎
さ
ん
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ま ち の 話 題
TOPICS

1/27

1/21

▲

おきのえらぶ…
　スポーツフェス初開催！
町民体育館において、ＮＰＯ法人沖永良
部スポーツクラブ・ＥＬＯＶＥ（前田純也理
事長）主催による「おきのえらぶスポーツ
フェスティバル」が、１月27日にありまし
た。島内の子どもたちが参加し、ボクシン
グ、ラグビー、野球などの各ブースでそれぞ
れの競技を体験しました。全国で活躍する
トップアスリートと触れ合い、各種スポーツ
の魅力や、体を動かす楽しさを学びました。

▲

沖永良部漁協　２年連続無事故認定
奄美海上保安部により、船舶の安全運航に取組み、期間中の無事故を
達成したとして沖永良部島漁業協同組合（東善一郎組合長）に「奄美群
島漁船セーフティラリー２０１８」の認定証授与式が１月21日行われました。
東組合長は「安全航行への意識を強く呼びかけてきた。港を出れば自分
一人だけになる。船の点検と同様に自己管理も大切」と話されました。

高齢者の手あそび・指あそび&足体操
原田　律子／編著（いかだ社）

身体の老化を防ぐのに大切なのは、手の指、足の
指を効果的に動かすこと。高齢者向けの「歌に合わ
せて手指あそび & 手おどり」「痴呆を防ぐための手
指あそび」「足指・足裏の健康体操」をイラストで紹
介します。

ケータイで
読みたい本を
Let's 検索！

うがみやぶら
（こんにちは）

鹿児島事務所です！
鹿児島沖洲会・新年会とバレー
ボールの鹿児島県高校新人大会
決勝のご報告です！

連載 No.67

知名町鹿児島事務所は鹿児島における知
名町の拠点施設として各種業務を行って
います。また、知名町というブランド名
を広めるため、物産展や各種イベントを
通じて知名町をアピールしています。

活動紹介は
Facebook
ページをチェック！

鹿児島事務所って
どんなところ？

西
にし  経

けいりょう

良

presents

　 今 月 は、1月14日『 第104期 鹿
児島沖洲会　新年会並びに年の祝
い』に参加しました。
　平成最後となる今回は85名の
方が出席されました。また、沖洲
会会員で年の祝いに該当する方
32名のうち昭和10年生４名・22年
生４名の計８名の方の出席があり
ました。読んでおられる方で友人
もいらっしゃると思うのでお名前
を紹介します！
　昭和10年生　川南博さん（芦清
良）、新納敏男さん（田皆）、吉俣
要さん（瀬利覚）
　昭和22年生　伊集院武彦さん

（大津勘）、林美智子さん（住吉）、
東俊治さん（田皆）

　皆さんそれぞれ数えで84歳と
72歳。まだまだお元気で、お酒を
飲み、踊り、楽しく過ごされてい
ました。これからも健康で過ごし
ていただきたいです。
　続いて1月21日はバレーボール
の鹿児島県高校新人大会決勝の応
援に行きました。カードは鹿児島
城西高校 対 鹿児島女子高校。結
果は、セットカウント２－１で鹿
児島城西高校が優勝しました。応
援に行った理由は鹿児島城西高
校女子バレー部の監督が新城出
身　西田幸浩さん（昭和55年生）
だったから！　就任３年目でノー
シードのチームを26年ぶりの優
勝に導きま
した。島人
が島を離れ、
活躍してい
る姿には元
気をもらえ
ます。今後

も頑張って島に元気を届けてほしい
です！
　ここでお知らせです。
　毎年恒例『知名町特産品フェア』
を鹿児島市鴨池新町の鹿児島県市
町村自治会館で、2月20日㈬～ 21
日㈭の２日間開催します！　今回
も黒糖焼酎やキクラゲ、ソデイカ、
赤土じゃがいもなど多くの特産品
を取り揃えております。友人知人
に周知していただくとともに、ご
近所お誘い合わせの上、お越しく
ださい！
　それではまた来月まで、どぅく
さしーきばてぃたぼりよー！！

■公売結果� （  ）内は知名町分

公売方法 入　札
出品件数 93件（54件）
落札件数 84件（50件）
落 札 額 503,117円（265,360円）

■平成30年度　滞納処分の状況� （１月28日現在）

財　産 件数 差押滞納額 徴収額
預貯金 14 3,128,392 円 604,843円 
給　与 10 2,963,971 円 507,704 円
動　産 7 4,510,111 円 265,260 円
不動産 1 1,378,400 円 0 円
その他 4 1,313,400 円 15,960 円
合　計 36 13,294,274 円 1,393,767円 

　１月27日、和泊町やすらぎ館において「平成30年度　沖
永良部管内合同公売会」を開催しました。公売会は、税負
担の公平性と自主財源を確保するため、町税滞納者から差
し押さえた財産を売却し滞納税に充てることを目的に開催し
ています。
　当日は１55名の
来場者があり、入札
の結果93点中84点
が売却となりました。
皆様のご協力、あり
がとうございました。

問町立図書館　
☎（93）4356　
http://www.china-lib.jp/

美智子さまの時代
朝日新聞出版／編（朝日新聞出版）

誰をも魅了するスマイル、道をきりひらくたゆまぬ努力、
慈愛と気品…。初の「平民」皇太子妃を迎えた「世紀
のご成婚」から60年。皇后美智子さまのこれまでの歩
みを、歴史的な写真の数々で振り返る。

バレーボール

鹿児島県高校

新人大会決勝

第104期鹿児島沖洲会

新年会並びに年の祝い

平成30年度
沖永良部管内合同公売会

　沖永良部クリーンセンターは約50億
円をかけて建設されました。その多くは
町の負担金（税金）が充てられています。
その施設を1年でも永く稼働させる為に

は町民の皆様のごみ分別の徹底とごみ
の減量化を図ることが大切です。町民
一人一人が「ごみ」について興味を持ち、
私達にできることから始めましょう。

生ごみは水切をしてからごみ出しを行いましょう。
マイバッグを持参しレジ袋を減らすように努めましょう。
計画的に食品を購入し食べ残しを減らすようにしましょう。

沖永良部
クリーンセンター 
からのお知らせ
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　目　的
　平成19年４月より実施してきた知名町子育て支援出産
祝金の制度を、範囲や目的を拡充し、出生時の祝金だ
けでなく、家庭における子育てを支援するため、未来へ
の期待膨らむ小学校及び中学校入学時に知名町子育て
支援金（ただし、支援金とは知名町商工スタンプ会商品
券とする）を支給し、子育てに要する経済的負担の軽減
を図ること、並びに地元唯一の高校である鹿児島県立
沖永良部高等学校の、現学級数の持続的存続と活性化
を図るため、入学にあたり支援金を支給し、経済的負担
の軽減を図り、将来、卒業生が知名町において活躍する
契機となることを目的としています。
　知名町子育て支援金とは
「出生支援金」と「入学準備支援金」の2種類があります。
⃝出生支援金：新生児が出生したときに支給するもの
　（平成31年4月1日以降の出生児から適用）
⃝入学準備支援金：小学校、中学校及び鹿児島県立沖永
良部高等学校入学準備時に支給するもの
　（平成31年4月新入学生児から適用）

　支援金の額
⃝出 生 時：50,000円（知名町商工スタンプ会商品券）
⃝小学校入学時：50,000円（知名町商工スタンプ会商品券）
⃝中学校入学時：50,000円（知名町商工スタンプ会商品券）
⃝鹿児島県立沖永良部高等学校入学時
� ：50,000円（知名町商工スタンプ会商品券）
　受給対象者
⃝出生支援金を受給できる者は、現に知名町に住所を有
し、出生時点を含め継続して１年以上知名町に住所を
有する出生児の母で、出生児の住所登録地が知名町
であること。

⃝出生児の母が死亡した場合において、その者が支給を
受けるべき支援金があるときは、当該出生児の養育者
に支給する。

⃝入学準備支援金を受給できる者は、小学校、中学校
及び鹿児島県立沖永良部高等学校に１年生として入学
する者とし、知名町に住所を有する児童と生計を同じ
くする養育者であること。

⃝その他、町長が適当であると認めた者。
　申請に必要なもの
次のものをお持ちになり、子育て支援課で手続きをしてください。
⃝印鑑　⃝入学準備支援金については、教育委員会発行の「入学決定通知書」� 問子育て支援課（☎８４－３１７０）

知名町子育て支援出産祝金は、
範囲や目的を拡充し、
知名町子育て支援金へと変わりました！

●

募
集

奄
美
奨
学
会
貸
与
生 

募
集
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
の
奨
学
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

●
目　

的

奄
美
群
島
出
身
者
の
子
弟
で
、
大
学

等
に
在
学
し
、
成
績
優
秀
、
心
身
健

全
で
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
修
学
困
難
な
者
に
、
修
学
に

必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
、
有
用
な

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

●
貸
与
金
及
び
期
間

▽
高
専
、
短
大
・
大
学
生

知名町
情報コーナー

募集やイベント、
役場からのお知らせ

　

月
額
：
３
万
円

▽
大
学
院
生

　

月
額
：
３
万
５
千
円

　

た
だ
し
、
正
規
の
修
学
期
間

●
貸
与
金
の
返
還
義
務

　

卒
業
後
６
か
月
を
経
過
し
た
後
、

10
年
以
内
の
期
間
に
、
毎
月
均
等

額
以
上
を
返
還
（
無
利
息)

●
選
考
方
法

　

申
込
願
書
を
４
月
末
日
で
締
切
り

書
類
選
考
及
び
面
接
を
行
い
５
月

中
に
決
定
す
る
。

●
選
考
人
数　

若
干
名

　

そ
の
他
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
の

詳
し
い
内
容
は
、
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
奄
美
奨
学
会

　
（
☎
０
３
㆐

３
４
５
６
㆐

１
１
０
０
）

●
お
知
ら
せ

年
金
は
全
額
が
社
会
保
険
料 

控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生

年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た

場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

30
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子

様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の

保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な

ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な

る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
５
７
０
㆐

０
０
３
㆐

０
０
４
）

問
町
民
課
（
☎
８
４
㆐
３
１
５
２
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
係
る 

事
務
処
理
権
限
の
移
譲
に
つ
い
て

　

知
名
町
で
は
、住
民
に
よ
る
共
生
・

協
働
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
、
新
た
に
知

名
町
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
）
の
認
証
等
の
事
務
権
限

を
県
か
ら
移
譲
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
知
名
町
の
み
に
事
務

所
を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
係
る
申
請

や
届
出
の
書
類
の
提
出
先
（
窓
口
）
が
、

県
か
ら
本
町
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

町
が
窓
口
と
な
る
こ
と
で
、
利
便

性
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
一
層
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
窓
口
変
更
に
よ
っ
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
新
た
に
行
っ
て
い
た
だ

く
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
・
届
出
先
が
変
更
と
な
る
手
続

•

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
認
証
申
請

•

設
立
登
記
完
了
の
届
出

•

定
款
変
更
の
認
証
申
請

•

定
款
変
更
の
届
出

•

役
員
変
更
の
届
出

•

事
業
報
告
書
等
の
提
出

•

解
散
・
清
算
結
了
の
届
出
な
ど

問
総
務
課
共
生
協
働
係

　
（
☎
８
４
㆐
３
１
５
６
）

法
務
局
証
明
セ
ン
タ
ー 

移
設
の
お
知
ら
せ

　

和
泊
町
防
災
セ
ン
タ
ー
内
の
和
泊

法
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
鹿

児
島
地
方
法
務
局
和
泊
証
明
書
セ
ン

タ
ー
）
は
、
同
町
新
庁
舎
の
完
成
に

伴
い
、
本
年
２
月
４
日
㈪
か
ら
、
和

泊
町
役
場
（
新
庁
舎
）
１
階
に
移
設

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
取
扱
時
間

　

祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
月
曜

日
か
ら
金
曜
ま
で
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
（
正
午
か
ら
午
後
１

時
を
除
く
。）

●
取
得
可
能
な
証
明
書

•
土
地
・
建
物
の
登
記
事
項
証
明
書

•
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

　

会
社
法
人
の
印
鑑
証
明
書

　
（
要
約
書
及
び
地
図
証
明
書
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

問
鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

　
（
☎
０
９
９
７
㆐
５
２
㆐
０
３
７
６
）

猫
の
適
正
飼
養 

推
進
月
間

　

鹿
児
島
県
で
は
、毎
年
２
月
を「
猫

の
適
正
飼
養
推
進
月
間
」
と
定
め
、

猫
の
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
、
啓

発
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

間
違
っ
た
猫
の
飼
い
方
に
よ
り
、

猫
が
増
え
た
り
糞
尿
で
迷
惑
を
か
け

る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
。

●
正
し
い
飼
い
方
と
は

①
室
内
で
飼
う
。

　

交
通
事
故
や
伝
染
病
か
ら
猫
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

②
不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
。

　

望
ま
な
い
猫
が
生
ま
れ
な
く
な
り
、

不
幸
な
猫
を
減
ら
せ
ま
す
。

③
連
絡
先
を
書
い
た
迷
子
札
な
ど
を

猫
に
付
け
る
。

　

万
が
一
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
も
、

戻
っ
て
く
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

正
し
く
飼
っ
て
、
人
も
猫
も
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

受
給
対
象
者

沖永良部高校
（沖永良部高校入学時）

❶合格者説明会にて
　事業説明および支援金申請書等を配布

❶申請書、誓約書　※子が1歳の誕生日までに

❷決定通知

❸「引換券」を受け取りに子育て支援課へ

❹「引換券」を持参し、「商品券」と交換

❶入学決定通知書に
　支援金申請書等を同封

❷申請書、誓約書　※入学式の日までに

❸決定通知

❹「引換券」

❺「引換券」を持参し、「商品券」と交換

※合格者説明会欠席者には郵送にて通知
　（申請書同封）

学校教育課
（小中学校入学時） 商

工
会

商
工
会

子育て
支援課

子育て
支援課

来課は２回
（❶❸）

来課は1回
（❷）

受
給
対
象
者

出
生
支
援
金

　入
学
準
備
支
援
金

★出生支援金を受給できる
者は、現に知名町に住所
を有し出生時点を含め継
続して1年以上知名町に住
所を有する出生児の母で、
出生児の住所登録地が知
名町であること。

★入学準備金を受給で
きる者は、知名町の
小中学校及び沖永良
部高校に1年生として
入学する者で、知名
町に住所を有する児
童と生計を同じくする
養育者であること。
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税
務
署
か
ら
の 

お
知
ら
せ

●
脱
税
は
社
会
公
共
の
敵

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
は
、
納
税

者
が
自
分
で
税
法
に
従
っ
て
正
し
い

所
得
と
税
額
を
計
算
し
、
税
務
署
に

申
告
し
て
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納

税
制
度
を
採
っ
て
お
り
、
多
く
の
納

税
者
の
方
々
は
適
正
な
申
告
と
納
税

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
申
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
申
告
し

な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た

り
、
あ
る
い
は
故
意
に
過
少
な
申
告

を
す
る
納
税
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
税
局
や
税
務
署
で

は
、
的
確
な
税
務
調
査
を
行
い
、
申

告
に
誤
り
や
不
正
が
あ
る
場
合
に
は
、

正
し
い
申
告
に
改
め
て
も
ら
う
な
ど
、

適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
税
務
調
査
と
は
別

に
、
特
に
大
口
・
悪
質
な
脱
税
を
し
て

い
る
疑
い
の
あ
る
者
に
対
し
、
単
に

免
れ
た
本
税
や
重
加
算
税
等
を
納
め

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
検
察
官
へ
の

告
発
を
通
じ
て
、
懲
役
や
罰
金
と
い

っ
た
刑
罰
を
科
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
査
察
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
税

金
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
は
、
正
し

い
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
い
る
善
良

な
納
税
者
を
裏
切
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
脱
税
は
犯
罪
で
あ
り
、
社
会
公

共
の
敵
と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
正
し

い
申
告
と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
便
利
な
振
替
納
税
を
ご
利
用
下
さ
い

　

納
税
は
、お
近
く
の
金
融
機
関（
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
や
税
務
署
の

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
申

告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
並

び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
納
税
は
、
金
融
機
関

の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と

な
る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で

す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
が
便
利

　

申
告
・
納
税  

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
、
国
税
に
関
す
る

各
種
手
続
（
①
所
得
税
、
法
人
税
・

地
方
法
人
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
、
酒
税
、
印
紙
税
の

申
告
、
②
全
て
の
国
税
の
納
税
、
③

納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
及
び
法
定

調
書
の
提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
等
）

が
で
き
ま
す
。「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
確
定
申

告
書
は
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
印
刷
し
て
郵
送

等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
な
お
、
電
子
署
名
を
必
要
と
し

な
い
一
部
の
手
続
等
（
納
税
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の
確
認
、
利
用
者

情
報
の
登
録
・
確
認
・
変
更
等
）
に

つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は

　
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

　

添
付
が
必
要
で
す

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

医
療
費
の
領
収
書
を
添
付
又
は
提
示

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
わ

り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
療

費
等
の
領
収
書
（
医
療
費
通
知
に
係

る
も
の
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、後
日
、

税
務
署
か
ら
提
出
又
は
提
示
を
求
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
５
年
間

ご
自
宅
等
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
配
偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
特
別
控

除
の
適
用
要
件
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

配
偶
者
控
除
の
額
が
改
正
さ
れ
る

と
と
も
に
、
合
計
所
得
金
額
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
居
住
者
に
つ

い
て
は
、
配
偶
者
控
除
の
適
用
は
で

き
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配

偶
者
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
額
が

76
万
円
未
満
か
ら
１
２
３
万
円
以
下

に
変
更
と
な
り
、
そ
の
控
除
額
も
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
事
項
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://www.

nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
大
島
税
務
署（
☎
０
９
９
７
㆐
５
２

㆐
４
３
２
１
）
※
自
動
音
声
案
内

下
水
道
へ
の
接
続
、 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

知
名
町
で
は
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
の
整
備
時
期
当
初
に
、
供

用
区
域
内
と
な
る
ご
家
庭
の
敷
地
内

に
、
公
共
マ
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

既
に
公
共
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
ご

家
庭
の
排
水

設
備
を
公
共

マ
ス
に
接
続

さ
れ
て
い
な

い
方
（
＝
下

水
道
へ
未
接
続
の
方
）
は
、
早
期
に

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
法
第
十
条
で
は
、
供
用
開
始

地
区
に
お
い
て
は
遅
滞
な
く
下
水
道

へ
接
続
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
ご
自
宅
が
下
水
道

に
接
続
可
能
か
ど
う
か
ご
不
明
な
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

接
続
の
際
に
は
、
工
事
費
と
加
入

金
（
10
万
円
）
が
必
要
と
な
り
、
接

続
後
に
は
下
水
道
使
用
料
金
が
発
生

し
ま
す
が
、
接
続
後
は
汲
み
取
り
や

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用

は
不
要
で
す
。

　

工
事
費
用
を
含
む
ご
負
担
に
つ
い

て
は
、
町
指
定
の
排
水
設
備
工
事
店

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

公
共
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
は
、
公
共
マ
ス
の
設
置
は
町
が

行
い
ま
す
の
で
、下
水
道
担
当
課（
知

名
処
理
区
は
建
設
課
、
田
皆
・
下
平

川
・
住
吉
処
理
区
は
耕
地
課
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
知
名
町
の
生
活
排
水
の
処
理
は

　

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
？

　

知
名
町
の
公
共
下
水
道
及
び
農
業

集
落
排
水
は
、知
名
・
田
皆
・
下
平
川
・

住
吉
の
４
処
理
区
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
困
難
な

ご
家
庭
（
上
記
以
外
の
地
区
や
、
上

記
４
地
区
内
で
あ
っ
て
も
本
管
か
ら

離
れ
て
い
る
又
は
低
地
に
あ
る
家
な

ど
）
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
こ
と
で
生
活
排
水
の
処
理
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
知
名
Ｈ
12
年
、
田
皆

Ｈ
13
年
、
下
平
川
Ｈ
19
年
、
住
吉
Ｈ

23
年
か
ら
、
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
知
名
町
で
は
浄
化
槽
市

町
村
整
備
推
進
事
業
（
市
町
村
設
置

型
）
を
活
用
し
、
下
水
道
の
地
区
外

区
域
を
対
象
と
し
た
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
促
進
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

•

下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
る
ご

家
庭
の
ト
イ
レ
・
台
所
・
お
風
呂

等
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
は
、
地

中
の
管
路
を
通
り
、
終
末
処
理
場

に
て
浄
化
さ
れ
た
後
で
、
海
へ
と

放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

•

合
併
処
理
浄
化
槽
の
場
合
は
、

ト
イ
レ
の
汚
水
と
台
所
や
お
風
呂

か
ら
の
生
活
雑
排
水
を
各
家
庭
の

浄
化
槽
で
浄
化
し
た
後
に
、
処
理

さ
れ
た
水
を
用
水
路
等
へ
放
流
し

て
い
ま
す
。

•

単
独
浄
化
槽
の
場
合
は
、
ト
イ

レ
の
汚
水
は
浄
化
槽
に
て
処
理
さ

れ
ま
す
が
、
台
所
や
お
風
呂
の
排

水
は
処
理
さ
れ
る
こ
と
な
く
側
溝

等
へ
放
流
さ
れ
る
た
め
、
汚
濁
負

荷
が
大
き
く
、
平
成
13
年
か
ら
は

新
設
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

•

汲
み
取
り
槽
の
場
合
は
、
汲
み

取
っ
た
し
尿
は
処
理
施
設
へ
運
搬

さ
れ
ま
す
が
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
地
区
で
は
、
供
用
開
始
か
ら

３
年
以
内
に
、
下
水
道
に
接
続
す

る
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
下

水
道
法
第
十
一
の
三
）。

　

ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
雑

排
水
を
浄
化
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
用

水
路
等
に
流
し
て
し
ま
う
と
、
汚
水

に
含
ま
れ
る
成
分
が
農
業
用
水
や
海

水
域
の
水
質
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
農
業
用
水
と
水
域
の

水
質
保
全
や
、
生
活
環
境
の
向
上
の

た
め
に
、
現
在
下
水
道
へ
の
接
続
や

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
等
が
未
実

施
の
ご
家
庭
は
、
早
期
の
ご
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
の
申
込
は
ど
こ
で
す
る
の
？

　

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を

下
水
管
へ
接
続
す
る
た
め
に
は
、
ご

家
庭
に
「
排
水
設
備
」
を
設
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
宅
内
か
ら
公
共

マ
ス
ま
で
の
工
事
費
（
水
洗
ト
イ
レ

へ
の
改
造
や
排
水
管
な
ど
の
工
事
費
）

は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。
排
水
設

備
の
施
工
や
、
下
水
道
使
用
開
始
届

等
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
町
指
定
の

排
水
設
備
工
事
店
が
行
い
ま
す
の
で
、

指
定
工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
知
名
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
》

㈲
新
生
土
木
、
た
い
ら
住
宅
設
備
、
森
田

工
業
㈲
、
㈲
宮
西
土
木
、
㈲
南
建
設
工
業
、

豊
島
設
備
、
㈲
新
山
建
設
、
㈲
坂
元
鉄
工
所
、

㈲
奄
美
水
道
土
木
、
㈱
親
和
建
設
、
桑
野

水
道
、
㈱
前
建
、
㈱
元
栄
建
設
、
㈱
久
保

建
設
、
㈱
甲
斐
組
、
八
光
家
電
サ
ー
ビ
ス
、

が
す
屋　
（
登
録
順
）

●
下
水
道
加
入
金
と
は
？

　

公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排

水
事
業
・
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業（
町

設
置
型
）
は
、
ご
加
入
者
が
直
接
便

益
を
受
け
ま
す
の
で
、
処
理
施
設
の

整
備
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
ご
加

入
者
に
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

負
担
金
額
は
、
一
律
一
戸
当
た
り

10
万
円
を
町
に
納
め
て
頂
き
ま
す
。

●
下
水
道
料
金
は

　

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
？

　

ご
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
、
下
水

道
施
設
は
24
時
間
３
６
５
日
休
む
こ

と
な
く
運
転
し
続
け
ま
す
が
、
そ
の

維
持
管
理
に
は
多
額
の
経
費
が
必
要

で
す
。
下
水
道
料
金
は
こ
の
維
持
管

理
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
、
受
益

者
を
対
象
と
し
た
「
下
水
道
使
用
料

金
」
と
し
て
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
一
カ
月
当
た
り
の
下
水

道
使
用
料
金
は
、
水
道
の
使
用
量
を

基
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

問
建
設
課
（
☎
８
４
㆐
３
１
６
１
、

耕
地
課
８
４
㆐
３
１
６
３
）

確定申告は正しくお早めに！
●平成30年分確定申告期限
• 所得税及び復興特別所得税の確定申告
　３月15日㈮ まで
• 平成30年中の課税期間における消費税及び
　地方消費税の確定申告　４月１日㈪ まで
• 平成30年分の贈与税の確定申告３月15日㈮ まで
●平成30年分確定申告の納付期限と振替期日
• 申告所得税及び復興特別所得税
　納 付 期 限：  ３月15日㈮   
　振替納税の振替日：４月22日㈪ 
• 消費税及び地方消費税（個人事業者）	
　納 付 期 限：  ４月１日㈪   
　振替納税の振替日：４月24日㈬ 
●確定申告出張相談受付日
• 会場：知名町町民体育館
• 日時　２月20日㈬13時～ 16時
　　　　２月21日㈭９時～ 16時

公共マス
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大津勘・徳時　２月12日㈫10時〜／３月６日㈬10時〜
黒　貫　２月12日㈫14時〜
正　名　２月14日㈭14時〜
知　名　２月15日㈮14時〜
久志検　２月18日㈪14時〜
竿　津　２月19日㈫10時〜
上平川　２月19日㈫14時〜
小　米　２月20日㈬14時〜
下　城　２月21日㈭14時〜
余　多　２月22日㈮14時〜

田　皆　２月25日㈪10時〜
屋子母　２月25日㈪14時〜
住　吉　２月26日㈫14時〜
芦清良　２月28日㈭14時〜
瀬利覚　３月４日㈪10時〜
下平川　３月４日㈪10時〜
赤　嶺　３月５日㈫14時〜
上　城　３月７日㈭14時〜

結婚おめでとう
神﨑　光彦	（上城）  諸見里　牧乃（沖縄県）

お誕生おめでとう
出生児 誕生日 保護者

久保　來
き こ

子 （１月 １日）朋寛・早希（知　名）

謹んでご冥福をお祈りします
國村　春美（66）12 月 30 日没 （上平川）
宗村はな代（63） 1 月   1 日没 （竿津）
宮山　植一（99） 1 月   3 日没 （住吉）
和泉フジ子（91） 1 月   3 日没 （余多）
小倉　盛昭 （65） 1 月   6 日没 （下平川）
牧野　アキ（102） 1 月   7 日没 （田皆）
皆吉　健一 （79） 1 月 11 日没 （住吉）
松村　利隆 （88） 1 月 16 日没 （上平川）
榮　すま子 （69） 1 月 17 日没 （屋子母）

香典返し（社会福祉協議会へのご寄付、
　　　　　　　　お礼申し上げます）

宮山　一夫（住　吉）	 國村　京子（上平川）
松元　慶二（瀬利覚）	 牧野　広重（田　皆）
岸本　重信（田　皆）	 山本　重男（芦清良）
栄　寿太郎（屋子母）

発
行

・
編

集
／

知
名

町
役

場
企

画
振

興
課
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島
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郡
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慶弔だより
（敬称略）

２月：13㈬／ 18㈪／ 20㈬／ 22㈮※午前中のみ／ 25㈪／ 27㈬／
３月：  １㈮／  4㈪／  6㈬／

今月の
子育て広場（9時～ 14時：保健センター）

今
月
の

い
き
い
き
教
室

平成31年１月１日現在（前月比）

（　　　　　 ）
◎総人口……6,014人（－８）

男………3,017人（－５）
女………2,997人（－３）

◎世帯数……3,063世帯（－５）

善意

善意

ご氏名 住　所 寄付金額
前埜　廣忠 千葉県千葉市 100,000円
山口　良善 兵庫県神戸市 28,000円
皆吉二三也 神奈川県高座郡 30,000円
吉田　　司 神奈川県横浜市 5,000円
島崎　道明 東京都八王子市 —

以下お名前のみ掲載

平　あけみ／藤原　直樹／藤崎　　晃／
小林　　亮／和泉　康彦／和泉　川信／
上片平　久／島崎　優子／赤坂　修治／
小野　展康／横村　祥子

宮川明日花（瀬利覚）	 宮川　啓一（瀬利覚）

※皆様の善意に感謝申し上げます。

知名町ふるさとまちづくり基金（ふるさと納税）
へのご寄付、お礼申し上げます。（敬称略）

図書のご寄贈、お礼申し上げます。
（敬称略）

１月もあっという間に過ぎ去りま
した。今年もインフルエンザが流

行っていますが皆さんは体調大丈夫でしょうか？？かくいう私は、流
行にのってしまいインフルエンザにかかってしまいました…（おかげ
で？少しばかり減量）皆さんも体調にご留意ください。（坂井輝喜）

寒さに
負けな

い

からだ
作りを

頑張る
ぞ！

編 集 後 記

11 月 当番医　福山医院　（☎0997-92-0033）

12 火
健康相談・母子手帳交付 （９時～保健センター）

・高齢者スポーツ大会 （９時～フローラルパーク）

13 水
14 木 １歳６ヶ月児健診 （12時半～保健センター）

15 金 精神デイケア （10時～保健センター）

16 土 南西航空音楽隊ファミリーコンサート（あしびの郷・ちな）

17 日 当番医　町田医院　（☎0997-92-3737）

18 月 健康相談 （９時～保健センター）

19 火 健康相談 （９時～保健センター）

20 水・行政相談 （９時～中央公民館2階）

21 木 ２歳児・２歳６ヶ月児歯科検診 （12時半～保健センター）

22 金 徳之島病院巡回相談　 （13時半～保健センター）

23 土 おはなしのじかん （15時～町立図書館）

24 日
当番医　大蔵医院　（☎0997-93-5033）

知名の子表彰及び島唄島ムニ大会（あしびの郷・ちな）

25 月
健康相談・母子手帳交付 （９時～保健センター）

固定資産税４期・国民健康保険税８期　口座振替日
・区長会 （９時～役場会議室）

26 火 健康相談 （９時～保健センター）

27 水 （９時～）

28 木
３歳児健診 （12時半～保健センター）

固定資産税４期・国民健康保険税８期　納期限
1 金 沖永良部高校　卒業式
2 土
3 日 当番医　朝戸医院　（☎0997-92-1131）

4 月 健康相談 （９時～保健センター）

5 火 健康相談 （９時～保健センター）

6 水
7 木 乳児健診、BCG 接種 （12:20～保健センター）

8 金
精神デイケア （10時～保健センター）

・区長会 （９時～役場会議室）

9 土
10 日 当番医　本部医院　（☎0997-93-3131）

町民カレンダー
2/11-3/10
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